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【安全情報２月分】当地報道より、殺人、強盗事件や自然災害など、先月２月に報じられた

皆様の安全に係わる情報の概要をお知らせしています。 

  

 

●サンホセ県 

「３１歳白タク運転手、銃撃され死亡」（殺人事件） 

 ２月２日正午、サンホセ市パバスで３１歳白タク運転手が自宅に帰ったところを、待ちかまえていた

複数の男性に銃撃され死亡した。被害者には強盗の前科があった。 

 

「３９歳男性、銃撃され死亡」（殺人事件） 

 ２月５日午前１０時３０分、サンホセ市プラザビスケスの洗車場で、３９歳男性がオートバイに乗っ

た２人組の男性に銃撃され死亡した。被害者には強盗、誘拐、スリ、傷害等の前科があった。 

 

「浮浪者に発砲し、１名死亡」（殺人事件） 

 ２月９日午前１時、サンホセ市バリオロサンヘルスで車に乗った複数の男性が浮浪者に向け発砲した。

この発砲を受け浮浪者が１名死亡。犯人グループはそのまま逃走した。 

 

「４９歳男性、銃撃され死亡」（殺人事件） 

 ２月１１日午前９時３０分、クリダバ市でパン屋を経営する４９歳ニカラグア人男性が、自宅に帰ろ

うと車から降りたところを、バイクに乗って近づいてきた男性に銃撃され死亡した。 

 

「３０歳男性、銃撃され死亡」（殺人事件） 

２月１７日午後８時、ゴイコエチェア市で３０歳男性が４歳の娘と白タクに乗って自宅に向かってい

たところ、オートバイに乗った男性に銃撃された。この銃撃を受け３０歳男性は死亡、被害者には麻薬

の前科があった。 

 



「２４歳男性、銃撃され死亡」（殺人事件） 

 ２月２０日午後１０時３０分、国道３２号線（サンホセ－リモン間）の料金所付近で４人が乗った乗

用車が、マイクロバス型タクシーに行く手を阻まれ、降りてきた男性から銃撃を受けた。この銃撃を受

け、乗っていた４人のうち１人（２４歳男性）が死亡、３人がケガを負った。ケガをしたうちの１人が

元公安警察官で車種およびナンバープレートを警察に通報したため、後日、エレディア県サンラファエ

ル市で逮捕に至った。 

 

「５４歳男性、２１歳の息子に刺され死亡」（殺人事件） 

 ２月２２日午後７時、アラフエリタ市の自宅で、５４歳男性が２１歳の息子に刃物で刺されて死亡し

た。息子は精神障害があり、過去にも暴力沙汰の事件を起こしたことがあった。 

 

「３１歳男性、銃撃され死亡」（殺人事件） 

 ２月２５日未明、ペレセレドン市で３１歳男性がバーから出たところ、複数の男に１４発の銃撃を受

け殺害された。被害者にはスリの前科があった。 

 

「３２歳雑貨屋オーナーの息子、銃撃され死亡」（殺人事件） 

 ２月２５日午前７時過ぎ、コロナド市にある雑貨屋に強盗３人が押し入った。オーナーの息子３２歳

が犯人に抵抗したため、銃撃され死亡した。犯人は何も盗まずに逃走した。 

 

「２７発の銃撃を受け、男性死亡」（殺人事件） 

２月２６日午後１１時、デサンパラドス市で、男性が銃で撃たれ殺害された。被害者には銃弾の跡が

２７発あり、強盗や麻薬密輸の前科があった。 

 

「２７歳男性、銃撃され死亡」（殺人事件） 

 ２月２７日午後９時、サンホセ市パソアンチョで２７歳男性が自宅を出たところ、オートバイに乗っ

た男性２人組に銃撃され死亡した。被害者は麻薬中毒者で、強盗や麻薬・銃不法所持などの前科があっ

た。 

 

●リモン県 

「２６歳男性、銃撃され死亡」（殺人事件） 

 ２月１３日午前１時３０分、マティーナ市で２６歳男性が自宅で友人といたところ、電話で呼び出さ

れ外に出たところを何者かに銃撃され殺害された。被害者は、盗難や銃の不法所持、殺人未遂等の前科

があった。 



「２５歳男性、銃撃され死亡」（殺人事件） 

 ２月５日午後３時３０分、リモン市内で２５歳男性が口論となった相手に銃で撃たれ殺害された。犯

人はオートバイで逃走し、被害者には麻薬密売などの前科があった。 

 

「リモン県司法警察の留置所内で男性一人が死亡」（殺人事件） 

 ２月１８日、リモン司法警察の留置所内で喧嘩が起き、男性一人が死亡した。この事件を受け、司法

警察庁長官は予防拘禁者を刑務所が受け入れないため留置所があふれ、このような事件が起きてしまっ

たと法務省を責める発言があった。この発言を受け法務大臣は、不衛生および非人道的だとして多くの

刑務所を閉鎖するよう司法局が命令したため受け入れ先がなくなったとし、原因は法務局にあると発言

した。 

 

「５３歳弁護士の男性、銃撃され死亡」（殺人事件） 

 ２月２１日午後１０時３０分、ポコシ市で５３歳の弁護士男性が車で走行していたところ、オートバ

イに乗った２人組に銃撃され死亡した。同乗していた恋人女性はケガを負った。 

 

「１８歳男性、銃撃され死亡」（殺人事件） 

 ２月２３日午前２時、グアシモ市のバーの前で、１８歳男性がバーから出たところを７人の男に囲ま

れ殴られた後、銃撃され死亡した。 

 

「３４歳男性、銃撃され死亡」（殺人事件） 

 ２月２３日午後１２時３０分、リモン市で３４歳男性が道を歩いていたところ、ある男に銃撃され死

亡した。被害者には強盗や銃不法所持の前科があった。 

 

●アラフエラ県 

主要事件の報道はなし。 

 

●エレディア県 

「１９歳の恋人女性を殺害後、２２歳男性自殺」（殺人事件） 

 ２月５日朝、バルバ市の自宅で１９歳女性が銃で撃たれ殺害されているのが発見された。隣には恋人

男性も遺体で発見されたが、女性を殺害後、同じ銃で自殺したものとみられている。 

 

 

 



●カルタゴ県 

「麻薬密輸組織リーダー２８歳男性、銃撃され死亡」（殺人事件） 

 ２月１７日午後５時、カルタゴ県ラウニオン市の住宅街で銃撃戦が起き、リモン県グアシモ市の麻薬

密輸組織リーダーの２８歳男性が銃撃され死亡した。この銃撃戦で仲間の４人も銃弾を受け怪我を負っ

た。 

 

「５４歳タクシー運転手、車両強盗に遭いケガ」（傷害事件） 

 ２月２１日午後８時、オレアムノ市で５４歳のタクシー運転手が、拳銃を持った男性２人組に車両強

盗に遭いケガを負った。 

 

「３４歳雑貨屋の店主、銃撃され死亡」（殺人事件） 

２月２７日午後１２時５０分、ラウニオン市で３４歳雑貨店主がオートバイに乗った２人組に銃撃さ

れ死亡した。被害者は、麻薬密売組織の一員だった。 

 

●プンタレナス県 

主要事件の報道はなし。 

 

●グアナカステ県 

主要事件の報道はなし。 

 

以上 

 
◆ 大使館では皆さまからの情報提供をお待ちしています。◆ 

ＴＥＬ：（５０６）２２３２－１２５５ 
ＦＡＸ：（５０６）２２３１－３１４０ 

E-mail：japon-consulado@sj.mofa.go.jp（大使館領事班） 
または tadashi.washio@mofa.go.jp（鷲尾）まで 


